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株主の皆様へ

初冬の候、株主の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申

し上げます。ここに『第37期中間事業報告書』をお届けするに

あたり、ひとことご挨拶申し上げます。

当中間期のわが国経済は、個人消費は低迷しているものの、IT

関連を中心に穏やかに回復しつつあるものと思われます。

物流業界においても、情報通信分野を中心に電子機器関連業

界は活況を呈しており、当面その取扱物流量は増加することが

予想されます。

このような事業環境のもと、当社はグローバルな業域で差別

化された総合物流事業の展開を図るため、荷主毎の物流個性に

対応した物流機器の導入を含む積極的な効率改善活動及び情報

システムをベースとした物流運用態勢の一層の改善、その結果

としての強い物流現場の実現に注力してまいりました。
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設備投資につきましては、現浜松営業所の移転先（新名称、

静岡営業所）として袋井市に本年10月、1,600坪の新倉庫を竣工

しております。また、顧客の生産拡大に対応すべく本年12月完

成予定で高崎営業所の倉庫増築工事（1,000坪増床）を行ってお

ります。

海外投資につきましては、アルプス物流（上海）有限公司で

は、外高橋保税区に新倉庫（2,000坪）を本年11月に竣工いたし

ました。また天津泰達国際倉儲運輸有限公司では第３倉庫（800

坪）を本年６月に完成しております。

当社及び連結グループ各社といたしましては、各メーカーが

積極的に取組みを開始したSCM導入に対応し、当社の持つ電子

部品に特化した総合物流事業の技術とノウハウを生かし、引き

続き調達物流の業域を含め拡販への積極的な取組みを行い、顧

客ニーズにマッチした物流商品の開発を推し進めてまいります。

また電子部品メーカーのグローバルな物流ニーズに対し、当

社の海外子会社を含めた総合物流事業のグローバルネットワー

クの強化を推し進めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご指導、ご鞭

撻を賜わりますよう心からお願い申し上げます。

平成12年12月

代表取締役社長 草　部　博　光
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営業の概況（連結）

平成12年 平成11年 平成10年
9 月 期 9 月 期 9 月 期
百万円 百万円 百万円

売上高 15,892 14,017 12,991
国内物流事業 10,533 9,194 8,873
国際物流事業 2,600 2,259 1,749
商品販売事業 2,759 2,563 2,369

経常利益 1,396 1,296 1,163
中間純利益 826 533 434
株主資本中間純利益率（％） 8.1 5.9 5.3
売上高中間純利益率（％） 5.2 3.8 3.3

総資産 25,467 24,026 22,425
株主資本 10,616 9,290 8,159
株主資本比率（％） 41.7 38.7 36.4
一株当たり株主資本（円） 714.95 625.61 549.49

設備投資額 690 934 854
減価償却実施額 340 322 287
中間期末従業員数（名） 1,329 1,126 1,008

◆ハイライト

◆セグメントの営業概況（平成12年4月1日～平成12年9月30日）

国内物流事業 顧客ニーズを採り入れた物流提案による新規得

意先の獲得と受託業務範囲の拡大等の拡販活動

により、売上高は10,533百万円と前年同期に比

べ1,339百万円の増加となり、営業利益は754百

万円となりました。

国際物流事業 新規連結子会社の増加と拡販効果等により売上

高は2,600百万円と前年同期に比べ340百万円の

増加となり、営業利益は557百万円となりまし

た。

商品販売事業 拡販と主要得意先からの受注増により売上高は

2,759百万円と前年同期に比べ195百万円の増加

となり、営業利益は102百万円となりました。
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科目 平成12年9月期 平成12年3月期
（平成12年9月30日現在） （平成12年3月31日現在）

（資産の部） 百万円 百万円

流動資産 11,432 10,454
現金預金 2,515 3,113
受取手形及び営業未収金 6,045 5,890
有価証券 1,501 721
繰延税金資産 278 200
その他 1,091 550
貸倒引当金 ─ △ 22

固定資産 14,034 13,416
有形固定資産 11,673 11,335
建物及び構築物 4,752 4,880
機械装置及び運搬具 498 475
土地 5,748 5,738
建設仮勘定 472 44
工具器具備品 202 195
無形固定資産 615 609
連結調整勘定 25 42
その他 590 567
投資その他の資産 1,746 1,471
投資有価証券 699 363
繰延税金資産 105 253
その他 942 855
貸倒引当金 △ 0 △ 0

為替換算調整勘定 ─ 118

資産の部合計 25,467 23,989

科目 平成12年9月期 平成12年3月期
（平成12年9月30日現在） （平成12年3月31日現在）

（負債の部） 百万円 百万円

流動負債 9,009 8,322
支払手形及び営業未払金 3,231 3,161
短期借入金 2,718 2,724
繰延税金負債 1 5
賞与引当金 536 483
その他 2,521 1,948

固定負債 5,207 5,303
長期借入金 4,668 4,883
繰延税金負債 14 ─
退職給与引当金 ─ 192
退職給付引当金 247 ─
役員退職慰労引当金 276 227

負債の部合計 14,217 13,626

少数株主持分 633 569

（資本の部）
資本金 1,494 1,494
資本準備金 1,440 1,440
連結剰余金 7,572 6,859
その他有価証券評価差額金 201 ─
為替換算調整勘定 △ 92 ─

資本の部合計 10,616 9,793

負債･少数株主持分及び資本合計 25,467 23,989

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結貸借対照表
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科目 平成12年9月期 平成11年9月期
（H12.4.1～H12.9.30） （H11.4.1～H11.9.30）

百万円 百万円

売上高 15,892 14,017
売上原価 13,352 11,666
販売費及び一般管理費 1,126 996

営業利益 1,413 1,354
営業外収益 65 77
営業外費用 83 135

経常利益 1,396 1,296
特別利益 173 6
特別損失 76 336

税金等調整前中間純利益 1,493 966
法人税・住民税及び事業税 698 332
法人税等調整額 △ 62 57
少数株主損失 30 42

中間純利益 826 533

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結損益計算書

中間連結剰余金計算書

科目 平成12年9月期 平成11年9月期
（H12.4.1～H12.9.30） （H11.4.1～H11.9.30）

百万円 百万円

連結剰余金期首残高 6,859 5,995
連結剰余金増加高 ─ 26
連結剰余金減少高 113 200
中間純利益 826 533
連結剰余金中間期末残高 7,572 6,355

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結キャッシュ・フロー計算書

科目 平成12年9月期
（H12.4.1～H12.9.30）

百万円

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 1,407
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 245
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 246
Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 19
Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 935
Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 2,885
Ⅶ　現金及び現金同等物の中間期末残高 3,820

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。



第37期 第36期 第35期
中間期 中間期 中間期
百万円 百万円 百万円

売上高 10,956 10,225 9,771
運送事業 3,818 3,638 3,574
保管事業 3,252 2,989 2,923
輸出入貨物取扱事業 1,126 1,032 904
包装資材販売事業 1,353 1,297 1,334
成形材料販売事業 1,405 1,266 1,034

経常利益 1,169 1,086 803
中間純利益 735 450 334
株主資本中間純利益率（％） 7.6 5.1 4.2
売上高中間純利益率（％） 6.7 4.4 3.4

一株当たり中間配当額（円） 6.00 6.00 5.00

総資産 20,404 19,446 19,599
株主資本 10,087 8,917 8,049
株主資本比率（％） 49.4 45.9 41.1
一株当たり株主資本（円） 679.29 600.49 542.03

設備投資額 370 812 380
減価償却実施額 220 206 218
中間期末従業員数（名） 515 514 551
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営業の概況（単独）

◆ハイライト
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科目 当中間期末 前期末
（平成12年9月30日現在） （平成12年3月31日現在）

（資産の部） 百万円 百万円

流動資産 8,222 7,397
現金預金 1,148 1,618
受取手形 1,743 1,922
営業未収金 2,641 2,480
有価証券 1,501 721
たな卸資産 120 95
繰延税金資産 246 193
その他 819 383
貸倒引当金 ─ △ 18

固定資産 12,181 11,827
有形固定資産 8,867 8,730
建物 3,324 3,449
土地 4,865 4,855
その他 677 424

無形固定資産 256 251
投資等 3,057 2,846
投資有価証券 731 395
繰延税金資産 ─ 171
その他 2,326 2,278
貸倒引当金 △ 0 △ 0

資産合計 20,404 19,225

科目 当中間期末 前期末
（平成12年9月30日現在） （平成12年3月31日現在）

（負債の部） 百万円 百万円

流動負債 7,355 6,908
支払手形 1,922 1,751
営業未払金 1,155 1,084
短期借入金 2,590 2,584
未払法人税等 555 247
賞与引当金 366 371
その他 764 869

固定負債 2,960 3,057
長期借入金 2,699 2,845
退職給与引当金 ─ 102
退職給付引当金 114 ─
役員退職慰労引当金 136 110
繰延税金負債 10 ─

負債合計 10,316 9,965

（資本の部）
資本金 1,494 1,494
法定準備金 1,603 1,592
剰余金 6,788 6,173
（うち中間（当期）純利益） （735） （882）

有価証券評価差額金 201 ─

資本合計 10,087 9,259

負債・資本合計 20,404 19,225

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間貸借対照表
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(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間損益計算書

科目 当中間期 前中間期
（H12.4.1～H12.9.30） （H11.4.1～H11.9.30）

百万円 百万円

売上高 10,956 10,225
売上原価 8,924 8,353
販売費及び一般管理費 898 798

営業利益 1,133 1,073
営業外収益 96 121
営業外費用 59 109

経常利益 1,169 1,086
特別利益 140 5
特別損失 28 315

税引前中間純利益 1,281 776
法人税・住民税及び事業税 561 253
法人税等調整額 △　14 71

中間純利益 735 450
前期繰越利益 243 227

中間未処分利益 979 678
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静岡営業所営業開始
本年４月より着工しておりました静岡営業所が10月28日に完

成いたしました。

静岡営業所倉庫棟の完成により、現在の浜松営業所（静岡県

浜松市）を移転し名称も静岡営業所（静岡県　袋井市）として

11月６日より営業を開始いたしました。

静岡営業所は、現在の浜松営業所から東へ約20kmに位置し、

国道１号線沿い、東名高速道の袋井インターチェンジから約５km

という恵まれた立地条件を兼ねそなえております。

静岡営業所倉庫棟は、電子部品、半導体物流の専門倉庫とし

て、倉庫棟２階は床材を全面帯電防止仕様とし空調を完備、今

後半導体等精密電子部品の専用倉庫として運用する予定であり

ます。

また倉庫棟３階は空調を完備した電子部品専用倉庫として、

既存のお客様にご利用頂きます。

静岡営業所は電子部品物流に特化し、お客様の物流ニーズに

お応え出来るようスタッフ全員で、物流技術及び生産性の向上

に取組み、また拡販活動を推進してまいります。

静岡営業所概要

敷地面積：7,014.96㎡（約2,122坪）

倉庫面積：4,459.74㎡（約1,351坪）

所 在 地：静岡県袋井市国本1304-1

Ｔ Ｅ Ｌ：0538-44-3450

Ｆ Ａ Ｘ：0538-44-3880

静岡営業所全景

トピックス



天津泰達国際倉儲運輸有限公司
第三倉庫の完成と輸入コンテナの通関場所に
指定
TEDA（天津経済技術開発区）は中国・国務院の承認を得てつ

くられた経済特別区で、天津新港まで２�と便利な場所にあり

ます。当社は、1996年１月より営業を開始して４年半経過し、

この度、三番目の倉庫が新しく６月に完成いたしました。既に

保有しております第一、第二倉庫と違って、柱数が少ない構造

で多目的利用可能な倉庫です。日本製レベラーを備えた、高床

式プラットホームでコンテナ作業を効率的に行うことが出来ま

す。

又、新倉庫完成後の８月からは、TEDA税関より、管理の行き

届いた近代的物流企業であることから、日系企業として初めて、

輸入コンテナの通関場所として当社が指定されました。TEDA登

録企業の各社がコンテナを当社に搬入し、税関員の貨物検査等

を経て、通関許可後コンテナを搬出します。

中国政府の信頼と顧客の満足を最優先に、TEDAの日系企業と

して、一流の総合物流企業を目指します。

倉庫概要

所 在 地：天津経済技術開発区渤海路21号

敷地面積：19,000㎡

第三倉庫：2,400㎡（新倉庫）

第二倉庫：1,200㎡

第一倉庫：1,200㎡
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トピックス

天津泰達国際倉儲運輸有限公司全景
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株式の概況
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事務所所在地

本　　　社 〒223-0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1756 TEL045-531-4133

盛岡営業所 〒028-4131 岩手県岩手郡玉山村大字芋田下芋田10 TEL019-682-1074

古川営業所 〒989-6233 宮城県古川市桜ノ目字新高谷地364-5 TEL0229-28-4131

相馬営業所 〒979-2611 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺字中城63 TEL0244-62-4555

小名浜営業所 〒971-8124 福島県いわき市小名浜住吉字不毛4-7 TEL0246-58-8151

郡山営業所 〒969-1104 福島県安達郡本宮町大字荒井字北ノ内60-5 TEL0243-34-4111

新潟営業所 〒949-7402 新潟県北魚沼郡堀之内町大字田戸字谷内248-2 TEL02579-4-4252

羽生営業所 〒348-0016 埼玉県羽生市大沼2-49 TEL0485-65-1561

高崎営業所 〒375-0017 群馬県藤岡市篠塚字権平72-2 TEL0274-24-5611

長野営業所 〒399-4511 長野県上伊那郡南箕輪村字北原1634-286 TEL0265-78-7992

横浜営業所 〒223-0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1767 TEL045-531-4135

静岡営業所 〒437-0012 静岡県袋井市国本1304-1 TEL0538-44-3450

名古屋営業所 〒486-0811 愛知県春日井市東山町字東山2345 TEL0568-85-1030

大阪営業所 〒567-0868 大阪府茨木市沢良宜西4-18-20 TEL0726-34-4551

東京港センター 〒143-0001 東京都大田区東海4-9-12 TEL03-3790-0056

国内法人

株式会社流通サービス 〒340-0032 埼玉県草加市遊馬町769-1 TEL0489-22-7221

株式会社流通運輸〒340-0032 埼玉県草加市遊馬町769-1 TEL0489-22-7221

海外法人

アルプス物流香港有限公司 ………………………………香港

アルプス・ロジスティクス（シンガポール）株式会社 …シンガポール

天津泰達国際倉儲運輸有限公司 …………………………中国

アルプス・ナイガイ・ロジスティクス（マレーシア）SDN.BHD.……マレーシア

アルプス物流（上海）有限公司……………………………中国

広東アルプス物流有限公司 ………………………………中国



14

取締役および監査役 （平成12年9月30日現在）

代表取締役会長 長　迫　令　爾

代表取締役社長 草　部　博　光

常 務 取 締 役 西　村　善　七

取締役相談役 片　岡　勝太郎

取 　 締 　 役 片　岡　政　�

取 　 締 　 役 青　木　忠　雄

取 　 締 　 役 川　添　藤　夫

取 　 締 　 役 山　本　勝　茂

取 　 締 　 役 石　橋　紘　也

取 　 締 　 役 小　宮　　　浩

取 　 締 　 役 堀　田　幸　治

常 勤 監 査 役 福　山　健　造

監 　 査 　 役 加　藤　誠　一

監 　 査 　 役 武　田　安　弘

監 　 査 　 役 河　合　　　怜



会社の概要 （平成12年9月30日現在）

社　　　　名 株式会社アルプス物流

英 文 社 名 ALPS TRANSPORTATION SYSTEMS CORP.
本社〒223－0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1756

TEL.045-531-4133（代表）

設　　　　立 昭和39年7月2日

資　本　金 14億9,404万円

社　員　数 515名

運行車両数 392台

倉 庫 面 積 127,207.30㎡

主な事業内容 1. 貨物自動車運送事業
2. 貨物運送取扱事業
3. 保管事業
4. 輸出入貨物取扱事業
5. 包装資材販売事業
6. 成形材料販売事業
7. 金属回収事業
8. 保養施設の運営管理事業

ホームページアドレス http://www.alpsbutsuryu.co.jp/

株主メモ

決　算　期 年1回　3月31日

定時株主総会 6月下旬

株主確定基準日 定時株主総会・利益配当金 3月31日

中間配当金 9月30日

その他予め公告する日時

公告掲載新聞 日本経済新聞

上場証券取引所 東京証券取引所市場第2部

名義書換代理人 東京都港区芝三丁目33番1号

中央三井信託銀行株式会社

同事務取扱所 東京都目黒区下目黒六丁目1番21号

（〒153-8602）

中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

TEL.03-3714-2211（大代表）

同 取 次 所 中央三井信託銀行株式会社　全国各支店

日本証券代行株式会社　本支店、出張所


